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[同意します]にチェック
を入れ，識別番号とパス

ワードを記入します

[過去のデータ
を見る]をク

リックします

過去に記録したデータに対

して，次の多変量解析：

⚫ 重回帰分析

⚫ 主成分分析

⚫ 因子分析

が自動的に実行されます．

ただし，データ数が十分大

きいこと（少なくとも20デー

タ以上）が必要です ．

https://mirror-magical.net

カメラで撮影する場合，ブラウザ

はChromeに限ります．



どのようなデータを解析
対象とするか選択します

各データのリストが表示
されています
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SN比の閾値の初期値は
0.75ですが，これを高く
して，雑音が少ないデー

タだけを解析します
撮影条件の統一と撮影時刻の
順序関係を保つためには，

「魔法の鏡」で撮影したもの
だけを選ぶとよいでしょう

移動平均の次数

因子分析をする場合の共通因子の数
（共通因子の数＜変数の数）

因子分析をする場合の回転方法
回転なし，varimax回転（直交）, 

promax回転（斜交）から選択します
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解析対象の変数を選択する
ために，クリックします
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重回帰分析のための目的変数をラ
ジオボタンでひとつ選択します．

重回帰分析のための説明変数を
複数チェックして選択します．
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変数の選択が終了したら，
クリックします
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選択したデータのカテ
ゴリが示されます

重回帰分析の目的変数と
説明変数が示されます

カテゴリを満足する
データ数が示されます

スク
ロー
ルし
ます
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目的変数，その推定
値，および，それぞ
れの移動平均値の時
系列が表示されます
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凡例部分をクリック
すると，対応するグ

ラフが消えます

凡例部分をクリック
すると，対応するグ

ラフが消えます
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スク
ロー
ルし
ます



説明変数，および，
その移動平均値の時
系列が表示されます

残りの説
明変数が
表示され
ています
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スク
ロー
ルし
ます



クリックすると，
重回帰分析の結果
が表示されます
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説明変数から目的変数を
推定する式が示されます

p値が小さいほど有意な
変数と言えます
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スク
ロー
ルし
ます



重相関係数が大きい
ほど推定の精度が高

いと言えます

移動平均値に対しても同
様な結果が表示されます
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スク
ロー
ルし
ます



R言語による回帰分析の
説明があります

クリックすると，
主成分分析の結果
が表示されます
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各主成分の番号

各主成分の座標
を表すベクトル

因子負荷量＝各主成分
の座標を表すベクトル

×固有値の平方根

スクロールし
ます
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R言語による主成分分析
の説明があります

累積寄与率：
その主成分までで，説明

できる分散の割合[％]
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スク
ロー
ルし
ます



絶対値が大きいもの
ほど，その主成分へ

の寄与が大きい

第1主成分-第2主成分平面
における因子負荷量の分布
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スク
ロー
ルし
ます



⚫ 選択した変数が２つの場合には

第1主成分-第2主成分平面しか表

示されません

⚫ 選択した変数が４以上であって

も，第4主成分以降は表示されま

せん

第1主成分-第2主成分
平面における因子負荷

量の分布

第2主成分-第3主成分
平面における因子負荷

量の分布

第1主成分-第3主成分
平面における因子負荷

量の分布
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クリックすると，
因子分析の結果が

表示されます
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共通因子数＝３，
promax回転(斜交座標)

スク
ロー
ルし
ます



各変数が各因子の分散を
説明する割合

各因子間の相関

スク
ロー
ルし
ます
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各変数の独自性
（大きい値のものほど独自性が強い）

各因子座標を回転したときの
回転行列

「因子モデルの分散とデータの分散が等しい」
という帰無仮説に関するχ2統計量

このχ2統計量がχ2分布に従うとしたときのp値
p値が0.05以上なら帰無仮説は棄却されない

⇒ その因子数のモデルが成立

スクロー
ルします
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支配的な固有値を持つ因子を目安に，
共通因子数を決めます

スク
ロー
ルし
ます
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共通因子数
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第1因子-第2因子平面にお
ける因子負荷量の分布

第1因子-第3因子平面にお
ける因子負荷量の分布

第2因子-第3因子平面にお
ける因子負荷量の分布

共通因子数が２
の場合の分布

(この例では，共
通因子数が２の
モデルも成立)

⚫ 3次元空間で，脈波振幅

の群(赤枠)と心拍間隔の

群(紫枠)に分離できる可

能性あり



クリックすると，第2ページ目
に戻って，再設定ができます
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クリックすると，このデータ
の詳細が表示されます
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このデータの各変数の平均値
が表示されています
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クリックすると，このデータの解析結果
（レーダーチャートなど）を再表示します

クリックすると，このデータがデー
タベースから削除されます．
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スク
ロー
ルし
ます
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スク
ロー
ルし
ます
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スク
ロー
ルし
ます
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スク
ロー
ルし
ます
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スク
ロー
ルし
ます
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スク
ロー
ルし
ます
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スク
ロー
ルし
ます
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クリックすると，対応する
csvファイルがダウンロード

できます
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ダウンロードしたファイルを
エクセルで開きます
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1変数対1変数間の相関図を出す場合
（単回帰分析）



目的変数と説明変数をそれぞれ
1つずつ選びます

クリックすると，相関図（単回帰分析）
が表示されます
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目的変数，その推定値，説明変数，目的変数【移動平均】，その推定値，説明変数【移動平均】が表示されます
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凡例をクリックして，目的変数：歪み時間，その推定値，説明変数：脈波振幅だけを表示します

スク
ロー
ルし
ます
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縦軸：目的変数（歪み時間），横軸：説明変数（脈波振幅）の相関図が表示されます
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スク
ロー
ルし
ます



目的変数：歪み時間【移動平均】，その推定値，説明変数：脈波振幅【移動平均】だけを表示します

スク
ロー
ルし
ます
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移動平均をとると，血圧相関値である歪み時間は，

脈波振幅とやや強い相関があることがわかります．

⇒ 血圧が高くなると，脈波振幅が小さくなる．

縦軸：目的変数【移動平均】（歪み時間），横軸：説明変数【移動平均】 （脈波振幅）の相関図が表示されます
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